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あらまし  合理的配慮でのセルフアドボカシーを支援する ICF-CY に則った e-ポートフォリオ・システムの開発

について報告する．システムの特徴は，状況の主観的な判断材料である ICF の環境因子における活動参加でのスト

レスの客観的な判断材料に，ビデオクリップと心拍情報を用いることにある．ビデオクリップはモバイルにより作

成され，対象の状態が発生する前の状況の記録を含み，システムに記録される．また，多様なニーズに対する非侵

襲性を考慮し，あえて，電極式に比較し測定精度の劣る光学式ウェアラブル端末を採用した． 
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Abstract  This report describes the development of an ICF-CY compliant e-portfolio system that supports self-advocacy in 

a reasonable accommodation. One of the features of this system is that video clips and heart rate information is used as an 

objective judgment material of stress for participation in the activity of ICF environmental factors, which is a subjective 

judgment material of the situation. Video clips are created by mobile. This video clip is recorded on the system, including a 

record of the situation before the condition of interest occurred. And, in order to obtain this heart rate information, we used an 

optical wearable terminal in consideration of non-invasiveness to in daily life. 
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1. はじめに  

2016 年 4 月，障害者差別解消法が施行され，行政機

関において合理的配慮の提供が義務化された [1]．これ

により，発達障害を含む障害がある者に対する合理的

配慮の提供が高等教育機関において推進されている．   

合理的配慮の提供は原則として，障害のある本人自

身から社会的障壁の除去を必要としている旨の意思表

明が支援の出発となる [2]．この社会的障壁の除去に対

する合意形成において，初等中等教育（特別支援教育）

では個別の教育支援計画に基づき実行した結果を評価

して定期的に見直すなど，各機関での PDCA サイクル

の確立が進められている．そして，学習者本人の能動

性が求められる高等教育では，PDCA サイクルの実施

において，特に本人の要望とそのための自身の継続的

なモニタリングが求められる．  

しかし，発達障害はその障害の特性上，適切な自己

認識に困難があることから配慮が必要と思われる場合

でも，本人から配慮への要請を期待することは困難な

場合が多く報告されている [3][4]．このため，障害学生，

特に発達障害のある学生に対するセルフアドボカシー

に対するスキル獲得の支援手法の確立は，アクティ

ブ・ラーニング実現の観点においても高等教育機関で

の合理的配慮において大きな課題であると考える．  

この課題に対する実践，セルフアドボカシースキル

獲得を目的としたセルフモニタリングとコーピングに  



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1. コンセプト・イメージ 

対する工学的支援として個別の教育支援計画作成支援

e ポートフォリオ・システムを開発してきた [5][6]．  

システムの特徴は，状況の主観的な判断材料である

ICF の環境因子における活動参加でのストレスの客観

的な判断材料に，ビデオクリップと心拍情報を用いる

ことにある．ビデオクリップはモバイルにより作成さ

れ，対象の状態が発生する前の状況の記録を含み，シ

ステムに記録される．また，心拍情報の日常での活用

を想定し，光学式ウェアラブル端末を採用した．  

 

2. ICF-CY に則った e ポートフォリオ  

下記に，本ポートフォリオ開発の特徴を列挙する． 

1) 日常生活に導入しやすいウェアラブル心拍情報

測定端末，モバイル端末を用いる．これにより，スト

レス因子に対する客観的情報として心拍変動の継続し

た蓄積を可能にする．  

2）入力における容易性：自身の内部感情・内部感

覚を簡単に表現でき，その簡便さから感性表現の分類

にも広く使用されているオノマトペをアイコンとして

用いる．これにより，ストレス因子に対する主観的情

報の入力が容易となり日常的蓄積，セルフモニタリン

グを可能にする．                              

3）出力における視認性：ストレス因

子に対する主観的情報であるアイコン

を ICF の構成要素である個人因子と適

応させ，環境因子での活動・参加にお

ける快・不快と定義し蓄積する．これ

により，蓄積したストレス因子の出力

を明確化し内省とコーピングを促す．  

そして，システムの記述項目は，合

理的配慮の検討情報として阻害因子を

含む対象学生自身の要望と，決定情報

として促進因子を含む各機関の対応が

記述される．また，システムでは要望  

と対応の記述時に，要望には ICF の活動・参加におけ

る分類が付加され，所属機関で対応可能な ICF-CY の

環境因子における分類をメタ情報として具体的な対応

（調整・変更）が蓄積される．この要望と対応の分類

により，環境因子の調整・変更前後の活動・参加にお

ける個別の困難性が合理的配慮の合意形成のプロセス

として検討される．この支援や合意形成のプロセスを

対象者が自身のポートフォリオとして振り返ることに

より，内省を促すことができる．そして，この内省を

支援する客観的指標として心拍情報（LP）を適用する．

Fig.1 にシステムのコンセプト・イメージを示す．  

また，Fig.2 に，e ポートフォリオ・システムの ICF

およびそのアイコンと対応したサポートプロセス部分

の DB 構造を示す．心拍情報 LP は環境因子に対する客

観的指標として蓄積される．図では，LP は，要望時の

環境における対象学生の状態と機関側の対応がなされ

た後の状態の 2 箇所に適用されている．なお，対応は

1 度で終了せず，対応後の状況を勘案しながら要請に

対する合理的配慮の合意が得られるまで継続して記述

される．この合意形成のプロセスで，システムは日常

的に LP を計測し，ストレス因子に対する自身の客観

指標をポートフォリオとして継続的に振り返ることを

支援する．  

また，システムは下述のモバイルによるビデオクリ

ップを用いた事例共有・検討システムと連携する．シ

ステムで作成されたビデオクリップは，環境因子の参

照客観情報としてプロセスの指定箇所にリンクされる． 

 

3. ビデオクリップ・システム  

筆者らは，教室設置型の Web カメラを用いた特別支

援教育における突発的な児童問題行動の記録・共有シ

ステムを開発してきた [7]．モバイルによる合理的配慮

における事例共有・検討システム（ビデオクリップ・

システム）は，現場のニーズによりどこでも日常的に

機器を容易に利用できるよう再設計したものである．  

Fig.2. サポートプロセスの DB 構造と ICF アイコン  



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.3. 事例共有・検討システム 

システムは事例共有サブシステムと事例検討サブ

システムから構成される．事例共有サブシステムは，

モバイル端末のカメラにより突発的に発生する対象の

場面を記録し，ビデオクリップを自動作成する．また，

事例検討サブシステムは，合理的配慮が必要な箇所を

ビデオクリップ上に付加できる．さらに，集団での検

討の際，検討者らの付加した箇所を統合して提示する． 

Fig.3 に事例共有・検討システムの運用イメージを示

す．この二つのサブシステムは，教師らのコンピュー

タに特別なソフトウェアを必要としないブラウザ上で

稼動する Web システムであり，それぞれ単体のアプリ

ケーションとしてインターネットを介して連携する．

システムの利点は，以下のとおりである．  

1) 多様な問題行動をビデオクリップで記録できる．

記録にモバイル端末を用いることにより日常的な記録

を容易に行うことができる．なお，状況（環境）に対

してモバイル端末を複数台使用することにより，複数

角度からの環境の記録が可能となる．また，そのモバ

イル性により，利用者がポケット等に携帯することで，

自身の視点や，他者の複数視点からの環境の記録が可

能となる．  

2) モバイル端末で録画開始ボタンを押すことによ

り記録が開始されると，指定の時間だけ遡りビデオク

リップをサーバに蓄積する．これにより，通常突発的

に起こる児童の問題行動をタイミング良く記録できる． 

3) ビデオクリップにおいて，教員らのそれぞれの方

針における支援箇所を記録し，その支援箇所を統合し

て支援者らに視覚情報として提示．この視覚情報は支

援情報に対する支援者らの統合的な理解を支援する．  

なお，システムの設計により，モバイル端末を用い

た動画撮影は常時行われるが，不必要な箇所は随時破

棄され，蓄積共有されるのは支援の検討が必要である

と現場の支援者が判断した状況に限られる．具体的に

は，モバイル端末上に保持されるビデオクリップは遡

って 60 秒未満とし，対象とする状況以外はサーバに送

信されない．また，動画撮影は，あえて，行動の分析

されるレベルの低画質でおこなわれ，個人の顔等を鮮

明に記録しない．なお，現状，使用するモバイル端末

は個人所有ではなく専用器を用い，特定の現場におい

てのみ使用することで，試験運用時の個人情報を含む

撮影に関して留意している．  

なお，発表ではモバイル端末を用いた具体的な実践

事例に関しても報告する．  

以下に，2 つのサブシステムについて説明する．  

3.1. 事例共有サブシステム  

事例共有サブシステムでは，突発的な児童問題行動

や，支援者間で共有・検討したい状況，および，それ

に対する支援方法等を，ビデオクリップを含む事例デ

ータとして Web 上での共有が可能である．ビデオクリ

ップの作成にモバイル端末を用いることで合理的配慮

の対象となる問題行動や状況の，ネット環境の無い教

室のみならず家庭も含む日常的な記録を可能にする．  

モバイル端末はその場でビデオクリップを自動作

成し，時系列情報等を付加してサーバに蓄積する．こ

れにより，支援者は授業等の現場において，その対象

行動への支援に専念できる．また，支援終了後（授業

終了後）にビデオ編集の作業に時間を取られることが

なくなり，カンファレンス等においても検討の対象箇

所を容易に提示することができる．そして，ビデオク

リップにより不確かな記憶に頼ることなく，対象とな

る児童生徒の行動を検討することが可能となる．  

また，システムはビデオ記録の開始から遡った記録，

すなわち問題行動が発生する状況を含み記録すること

ができる．これを実現するために，動画情報をモバイ

ル端末のメモリ上に構築したリングバッファに常時蓄

積している．そして，設定した記録時間（例えば 20

秒間の遡りを含め 40 秒間等）終了後，リングバッファ

に蓄積されたファイルは，モバイル端末のメモリに一

時的に保存される．これにより，日常に突発的に起こ

る子どもの対象行動をその対象行動の生じた状況を含

めタイミング良く記録できる．  

システムには事例データとして，「モバイル端末に

より記録された問題行動のビデオクリップ」，「問題行

動のテキスト記録のためのテンプレート化された電子

カルテ」が蓄積され，「事例データから指導方法の改善

を検討するための電子掲示板」とともに支援者らに

Web 上で共有される．  

3.2. 事例検討サブシステム  

事例検討サブシステム上で検討できる情報は，合理

的配慮の観点および国際生活機能分類児童版（ICF-CY）

に関連づけられた問題行動の分類カテゴリを含む動画

情報の支援箇所と，テキスト情報の支援方針である． 



 

  

 

 

支援者は事例検討サブシステムで作成された児童

の問題行動を含むビデオクリップに対し，統合視覚化

機能により支援箇所を指摘しつつ，自身の知見に基づ

く対応方針をテキスト情報で記述することができる． 

統合視覚化機能では支援者らが支援するべきと判

断した箇所（Fig.3 の A）を統合し，その人数割合を  

グラデーションで視覚化する（Fig.3 の B）．これによ

り，児童の行動に対して支援すべき箇所（問題行動）

の共有における統合的な理解を支援にする．そして，

教員らがその他者の記述を閲覧する際，システムはビ

デオクリップの再生に同期し，問題行動の分類カテゴ

リを含む対応箇所と対応方針を提示する．具体的には

統合視覚化機能で指定された箇所に対して対象行動の

問題分類をカテゴリの色を変え提示する．同時にテキ

スト情報である対応方針を提示する． 

このように事例検討サブシステムは，一人ひとりの

視点に基づく対応箇所と対応方針に対する，集団での

情報共有を支援する． 

 

4. 高非侵襲性光学式ウェアラブル心拍計  

対象生徒学生自身による振り返りを促すため の  

客観指標として，非侵襲的かつ容易に計測が可能な 

生理指標である心拍情報を検討した．また，振り返り

における自身のストレス傾向の評価指標に心拍情報の

LP（ローレンツプロット）を用いた．なお，LP とは

横軸を n 番目の心電図 RR 間隔 , 縦軸を n+1 番目の心

電図 RR 間隔としてグラフ上にプロットしたもので，

RR 間隔の変動を視覚的に捉える有用な方法である．  

安静時にはプロットの重心が右上に推移し，緊張時

には左下方向に始動しながら各点のばらつきは円状に

広がる．そして，緊張が高まると，プロット重心が左

下に推移しながら，そのばらつきも小さくなる．この

LP の原点からの距離の平均 m と楕円の面積 S は，副

交感神経活動を反映するとされる高周波成分 HF に代

わる評価指標となることが報告されている [8]．本論で

は，この LP からの m を継続的に振り返ることにより，  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig4. 各端末の装着例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 5. 個別の教育支援計画での客観情報の利用 

対象者のストレス傾向の把握を試みた．  

また，発達障害は同じ障害であっても症状の現れ方

や程度には個人差が大きい．そのような特性を持つ発

達障害者の心拍情報を測定する際に，端末を装着する

箇所によっては好みや不快感が表れストレスが加わり，

端末を装着することができない場合がありえる．これ  

に対し，光学式の心拍測定端末は非侵襲的で手軽に装

着できることから，日常的に心拍を測定するのに適し

ている [9]．  

しかし，光学式端末であっても，皮膚炎の発生や就

労先の規律などによって，端末が装着できなくなる等

の場面は容易に考えられる．さらに，日常生活におい

ても料理をする場面など，端末を手首に装着したまま

作業をすることは衛生面を考慮すると望ましくない場

合がある．このような日常生活における様々な場面に

おいても，好みを含み，多様性を考慮した個々のニー

ズに合わせた心拍情報測定方法のひとつとしてヘッド

バンド型を想定したこめかみと，アンクレット型を想

定した足首での心拍情報の測定を検討した．Fig4 に各

端末の装着例を示す．  

 

5. オノマトペ・アイコンによる感情記録  

ストレス因子の日常的蓄積には，モバイルシステム

を用いた．このシステムへの主観的なストレス評価の

入力には，先行実験から，オノマトペのアイコンを  

使用した．オノマトペ（のびのび，へとへと等）は擬

音語・擬態語を表す語の総称であり，自身の内部感情

や内部感覚を簡単に表現でき，その簡便さから心理療

法や触知覚などの感性表現の分類にも広く使用されて

いる．システムでは，ストレス状態がどのような場面

と人間関係に基に生じているかのメタ記録として， 

国際生活機能分類 ICF をオノマトペ・アイコンに付随  



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.6. LP とオノマトペからのストレス把握 

させたストレス因子・アイコンを用いた．これらのア

イコンを用いることで，ストレス因子の蓄積が容易に

なり，ストレスコーピングの為の日常的な蓄積を支援

すると着眼した．Fig.5 にシステムにおける個別の教

育支援計画の DB 構造と心拍情報（心拍変動の LP から

の情報）に付加されるオノマトペ・アイコンの利用者

のモバイル上での入力インタフェースを示す． 

また，Fig.6 に，ストレス因子に関連づけた状態の

視覚化として，ウェアラブル心拍計による心拍変動の

LP を用いたストレス状態の確認イメージ（試作段階）

を示す． 

 

6. 実践的検証  

  筆者らは，市民活動「ぷれジョブながおか」との連

携により，2017 年度から週 1 時間の，地域児童生徒・

障害支援のための PC 教室を開催している．連携する

市民活動のぷれジョブながおかは障害のある子供たち

の地域での就労体験を支援する活動であり，長岡市に

おいて 2009 年より活動を継続している [10]．PC 教室

は 2019 年度 14 回を実施し，主対象児童は 4 名，述べ

参加人数は 43 名であった．本稿では，この PC 教室に

参加する中学校男子に協力を依頼した結果を報告する． 

 システムを用いた日常的蓄積の評価として，対象状

況におけるストレス因子の主観的情報（ ICF に則った

アイコン）とストレス因子の客観的情報（m 値）の比

較を行った．実践期間は開講中の 2 ヶ月間とし，その

うち 5 日間の実践を行った．対象生徒に対してウェア

ラブル端末 (fitbit charge2)を装着させ，就労体験として

60 分間のパソコンを用いた業務を行った．実践の様子

を Fig.18.に示す．そして，対象生徒には業務中に適宜，

システムを用いてストレス因子の主観的情報となるア

イコンをモバイル端末から入力させた．また， 1 回目

に関しては，対象生徒の端末装着に関する侵襲性確認  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.7. 実践における m 値の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.8. アイコンによる主観的情報の入力結果 

の試験的な端末装着であり分析対象としなかった．  

 なお，本実験で用いた心拍情報においては関係者で

の共有，および，個人情報に配慮した上での心拍情報

の当該研究での利用に関し，事前に児童の保護者に了

解を得ている．  

 m 値によるストレス因子に対する客観的情報の結果

を Fig.7.に示す．全 4 回の前半と後半の m 値を比較す

ると，全体的に後半になると m 値が増加するという結

果になった．すなわち，ストレスが緩和する傾向が観

測された．  

 また，アイコンによるストレス因子に対する主観的

情報の入力結果を Fig.8.に示す．全 4 回の測定の中で，



 

  

 

 

ディストレスアイコンの入力は 1 回のみとなった．ま

た，後半にユースレスアイコンの入力数が増加してお

り，主観的にもストレスが緩和する傾向が報告された．

これらの結果から，ストレス因子に対する客観的情報

の記録である心拍変動の推移と，主観的情報の記録で

ある ICF に則ったアイコンが一致傾向にあることを確

認した．  

 なお，サポーターに対する親密性の違いは見られた

が，ビデオ情報からすべてのサポーターと連携ができ

ていることが観察されている．そして，システムの利

用が対象者に負担がなかったこと，および，蓄積情報

が支援者であるボランティアらのサポート方針の決定

にとっても有効であることが毎回のヒアリングからも

確認できた．これらの実践結果から，対象者の日常的

な活動・参加におけるシステム運用の実用性が確認で

きたと考える．  

 

7. おわりに   

システムの有用性の評価として，先ず仮想環境での，

時計型ウェアラブル心拍情報測定端末を用いたストレ

ス傾向の測定を行い，本研究における適合性を確認し

た．次に，発達障害を持つ対象者が支援者にサポート

を得ながら行う就労体験をパソコン教室での活動し，

日常を想定した，実践的な環境で継続的な検証を行っ

た．検証から，ストレス因子に対する客観的情報の記

録である心拍変動の推移と，主観的情報の記録である

ICF に則ったアイコンが一致傾向にあることを確認し

た．  

実践結果から，対象者の日常的な活動・参加におけ

るシステム運用の実用性が十分にあることが明らかに

できたと考える．システムによる継続的な蓄積を行う

ことで，自身の活動・参加に対する環境因子がユース

トレスかディストレスかを記録することが可能となる． 

この記録は，配慮の要請に対する自己認識に困難を

持つ対象者が，主観的情報と客観的情報から自身はど

のような時どのような環境で何に困り感をもつのかと

いった判断に対する情報の補完に有用と考える．これ

は，対象者自身の個人因子の理解につながる．このよ

うな自身の性質の理解への支援は，特に発達障害に対

する，より建設的な配慮要請，および，真正なセルフ

アドボカシーの育成に貢献する． 

2015 年 9 月，先進国を含むすべての国が取り組む目

標として，持続可能な開発目標（SDGs）が国連で採択

された．目標 3 にある「すべての人々」には，世界総

人口の 15％ともいわれる障害がある者が含まれる．こ

のような背景の中，日本の合理的配慮は持続可能な開

発目標の元においても推進されることになった． 

ターゲット 3.4 の「非感染症疾患の予防や治療」に

は生活習慣の改善が必要であり，セルフモニタリング

（自身の行動や考え感情の記録）とコーピング（スト

レス対処）が有用とされる．また，「精神保健および福

祉を促進」に対しても，合理的配慮およびセルフアド

ボカシー育成の観点からセルフモニタリングとコーピ

ングが重要である． 

そして，このようなセルフモニタリングとコーピン

グに対する支援は障害がある者，特に発達障害がある

子供たちの教育支援においても重要である．これは，

SDGs 目標 4「すべての人々に包摂的かつ公平で質の高

い教育を提供し，生涯学習の機会を促進する」におけ

るターゲット 4.5，「2030 年までに，教育におけるジェ

ンダー格差を無くし，障害者，先住民及び脆弱な立場

にある子供など，脆弱層があらゆるレベルの教育や職

業訓練に平等にアクセスできるようにする」における

脆弱層への個々に必要な教育や訓練の継続性や，学習

を通してのリフレクションスキルの向上に繋がる工学

的支援に成り得ることを PC 教室等での実践を通して

感じる次第である． 
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